
北区住宅マスタープラン改定

令和元年度各会議におけるご意見と対応

No 資料 項目等 カテゴリ ご意見 対応

1 資料 全体 記述内容

現在改定中の北区都市計画マスタープランと内容があま
り変わらなくなっているのではないか。
住宅マスタープランはもう少し具体的な内容を示してもい
いのでは。区の特性を生かしたものになるとよい。

2 資料
第1章　２．計画の位置
づけ

構成
　計画がどう位置づけられているのか、計画策定後どうい
う流れで進んで行くのか、説明を加えると分かりやすくな
るのでは。

3 資料 第４章　基本目標１ 記述内容

【第４章　基本目標１】「◆低炭素社会に向けた取組み」
とあるが、言葉として古いのではないか。幅広い地球環境
に対する取組みとして捉えられる表現がよい。エネルギー
問題だけでなく、持続的な社会への取組みが示されるとよ
い。

　【みどり豊かで地球環境に貢献するやすらぎの住まいづくり】において、
「将来世代に継承できるまちづくりを進めるため、新エネ・省エネシステムの
普及をはじめとする地球温暖化対策のほか、子どもの頃からの環境教育や啓発
活動を推進することで環境意識の向上を図り、家庭や地域における省エネ・省
資源活動を促進します。」としている。

施策名は「◆持続可能な社会実現に向けた取組み」に修正する。

4 資料
第3章
第4章　基本目標４

記述内容

【第３章　2．基本目標】の基本目標４の説明文では、低
額所得者という言葉が出てくるが、【第４章　基本目標
４】の説明の中では低額所得者についての記述がない。
　建替えなどで賃貸住宅が新しくなり、低額所得者が借り
られる家賃の物件が少なくなってくるため、低額所得者向
けには公営住宅を供給する施策も必要になるのではない
か。

【第３章　2．基本目標】では「住宅確保要配慮者」の一例として、低額所得
者も含めて記述をしている。公営住宅については現在のストックを有効活用し
て整備を進めることとしており、全ての要配慮者に供給できる状況ではない。
今年度より活動を開始した北区居住支援協議会の中で、住宅確保要配慮者の民
間賃貸住宅への円滑入居について検討していく。

5 資料
第５章　２．地域特性に
応じた住宅・住環境への
取組み

記述内容

【第５章　２．地域特性に応じた住宅・住環境への取組み
（２）特定促進地区】について、（事業中）（完了）など
と記述されているが、書いていないものはどういうもの
か。

6 資料
第５章　２．地域特性に
応じた住宅・住環境への
取組み

記述内容

【第５章 ２．地域特性に応じた住宅・住環境への取組み
（２）特定促進地区】のタイトルが「（２）特定促進地区」と
なっているが、構成を踏まえると「特定促進地区としての取組
み」などとしたほうが良いのではないか。

7 資料
第５章　２．地域特性に
応じた住宅・住環境への
取組み

構成
【第５章　２．地域特性に応じた住宅・住環境への取組
み】の⑥滝野川東地区で、p71の写真は解像度が低いこと
と撮影時が古いようだが、仮置きということでよいか。

画質やアングル等も考慮し、より良いものに差し替える。

8 資料 第6章　１．成果指標 記述内容
【第6章　１．成果指標】の子育て世帯における誘導居住
面積水準達成率の目標が５０％となっているのは低いので
はないか。

　目標数値は住生活基本計画（全国計画）の指標に合わせている。
北区では、これまでも居住面積水準達成に向けた取組みを進めているが、また
現状数値は31.4％という状況。特に都市居住型誘導居住面積水準は単身者で
４０㎡、２人世帯で５５㎡とハードルが高く、水準以上となると家賃等にも影
響がでてくる。行政が率先して進めていくものの、民間事業者の協力を得なが
ら実現していくとなるとかなり高い目標数値だと考えている。

9 資料 第6章　２．計画の推進 記述内容
【第６章　2．計画の推進　（３）新たな社会動向への対
応】はどういった位置づけで記載しているのか。また、も
う少し具体的に何を取組むかも記述するとよいのでは。

10 資料 第6章　２．計画の推進 記述内容

【第６章　2．計画の推進　（３）新たな社会動向への対
応】に民泊に関する記述がされているが、民泊は住宅分野
として検討するものなのか。民泊は管理等の課題が多く、
規制等の対応も検討が必要になってくる。

11 資料 第6章　２．計画の推進 記述内容
【第6章　２．計画の推進（２）連携体制】について、事
業者との連携をより進めたうえで、区の事業のPR等も進め
てほしい。

　計画を実現していくためには、区民、関係団体、事業者、行政等が協働して
各々の役割を果たしていくことが重要であることから、より良い住宅・住環境
づくりのための連携を進めていくとともに、区の事業についてのPR等も積極
的に行っていく。

　住宅マスタープラン改定案の構成として、「住宅・住環境の現状や課題～目
標～方針・施策～計画の推進」と整理をしていく流れの結びとして、【第６章
2．計画の推進　（３）新たな社会動向への対応】では、今後の住宅・住環境
づくりの展望について記述している。民泊については、基本目標1の「◆空家
等対策の推進」における空家等の活用に係る一つの方策として捉えている。
　記述内容については、新たな住まい方、新たな施策展開について、調査検討
を進めていくといった方向性でまとめる。

第2回　小 委 員 会　　（　元．8．28　）

　北区住宅マスタープランについて、【第１章　２．計画の位置づけ】におい
て、上位計画・関連計画との関係性を示しており、【第１章　３．計画の役
割】に、「住宅・住環境に関する施策を検討・推進するための指針となるも
の」として定義している。
　具体的な取組みについては、住宅マスタープランの方針に基づき検討し、基
本計画の中で予算の裏付けをしながら施策化していくことになる。
　
【３．計画の役割】の文章と図についてわかりやすい表現を検討・修正する。

　現在進行中のものもあれば、今後実施予定のものも含まれている。出典及び
時点が分かるよう、表のタイトルを「■北区の特定促進地区（東京都住宅マス
タープラン　平成２９年３月）」に修正する。合わせて「（2）特定促進地
区」のタイトルも修正する。
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No 資料 項目等 カテゴリ ご意見 対応

1 改定素案 第4章 記述内容
北区では基本計画で位置付けられた最重要課題として「地域の
きずなづくり」を掲げているが、それに関する記述が少ない印
象がある。また、具体的な施策の記述はしないのか。

【第１章　計画の目的と位置づけ　3.計画の役割】において、最重要課題の「地
域のきずなづくり」「子育てファミリー層・若年層の定住化」及び3つの最重要
課題と住宅マスタープランの関連を示している。
住宅マスタープランは、住宅・住環境に関する多様な施策を総合的かつ計画的に
推進するための指針という位置づけとしている。

2 改定素案 第４章 施策
多世代居住に関する施策が記述されているが、同居は望んでい
る方が少ないのではないか。

親・子・孫などの三世代の同居が条件となる、三世代住宅建設助成は毎年10～
15件の申請があり、選択肢のひとつとして一定のニーズはあると考えている。同
居を望まない世帯については親元近居助成を活用していただく形になる。

3 改定素案 第4章 記述内容
住宅マスタープランの中にも「東京におけるマンションの適正
な管理の促進に関する条例」に関する記述を追加してほしい。

【第5章　重点的な取組み　（1）民間住宅の耐震性・安全性の確保】に「分譲マ
ンションの適切な管理を促進するため、東京都の「東京都におけるマンションの
適正な管理の促進に関する条例」を踏まえ、実態把握や管理組合への支援等に取
組みます。」と記述している。また、東京都の取組みとして下段に説明を追加し
た。

4 改定素案 第4章 記述内容

「空き家対策の推進」に関連して、高齢の持家に居住している
方に対し、住宅に関する相談などを受けるなどの取組みは、空
き家予防の観点から重要であるので、何らかの記述があるとよ
い。

【第5章　重点的な取組み　（2）空家等対策の推進】に「空家等の所有者などに
対して、適正管理、利活用・流通促進に関する支援や講演会等による普及啓発を
行うことにより、総合的な空家等対策を推進し、」とした。

5 改定素案 第4章 記述内容
「低炭素社会実現に向けた取組み」の中で、省エネルギー機器
の導入についての記述はあるが、建築物そのものを省エネ化す
る旨の記述も入れてほしい。

タイトルを【◆持続可能な社会実現に向けた取組み】とし、「住宅等における省
エネルギー改修の促進や」を追記した。

6 改定素案 第4章 施策
「シティープロモーション・イメージ戦略の推進」について
は、全庁的な取組みであるとは思うが、「住めば北区」を実現
するためにもぜひ進めていただきたい。

住宅マスタープランでは、「子育てファミリー層・若年層の定住化」の施策の一
つとして位置づけ、【基本目標2　子育てファミリー層・若年層が定住できる住
環境づくり】の中に記述している。

7 改定素案
第4章

記述内容
公的賃貸住宅に関する北区の今後の取組みをどの程度示してい
くか。

8 改定素案 第4章 施策
高齢の夫婦の方、若くても病気のある方などは、シルバーピア
で対応できず、区営住宅、都営住宅は抽選となっているため、
区内で住居を確保することが難しいといった課題がある。

9 改定素案
第4章

記述内容
区立のシルバーピアは非常に重要であり、今後も必要となって
くると考えている。

【◆住宅セーフティネットの充実】の中で、「公的住宅の適切な整備に努めると
ともに」とし、【◆公営住宅等の適切な整備】の中では「区営住宅の建替え及び
区営シルバーピアの建設等については、長寿命化計画に基づき実施していきま
す。」としている。

10 改定素案 第４章 記述内容
セーフティネット住宅制度の普及や取組み、地域事業者との協
力などの内容も記述できるとよい。

【第5章　重点的な取組み　（7）福祉との連携による居住支援体制の整備】の中
で「地域事業者等と連携しながら、民間住宅を活用した新たな居住支援について
検討し、住宅セーフティネットの充実による居住の安定を図るとともに、住宅
セーフティネット住宅制度の普及を図ります。」と記述した。

11 改定素案 第4章 記述内容
居住支援協議会について、実際に進めていく取組みなど、どの
程度住宅マスタープランに反映していくのか。

北区居住支援協議会は下記3つに関することを目的として設立された。
①住宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅の賃貸人に対する情報の提供等
②住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進及び居住の安定
③住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進に関する啓発活動その
他の住宅市場の環境整備

本年度の活動は情報共有・連携強化としている。第一回協議会（7/29）では、
北区の既存事業や団体の取組みの共有及び意見交換を実施した。第二回以降、住
宅に困窮している方の円滑入居について協議していく。
住マスには具体的な活動は示さず、協議会の概要について【第5章　重点的な取
組み　（７）福祉との連携による居住支援体制の整備】の中で記述する。

12 改定素案 第４章 記述内容
「居住支援団体」との記述がある部分については、「居住支援
法人をはじめとした居住支援団体」など、居住支援法人を明確
に出す書き方にしてほしい。

【◆住宅セーフティネットの充実】で「居住支援法人等の居住支援団体や不動産
関係団体などとの連係や民間住宅を活用した新たな居住支援について検討し」と
した。

13 改定素案
第4章

記述内容

商店街について、特に物販店は経営が難しくなっている。「い
きいきとする住環境の維持向上」のためには、これからのあり
方について検討しなければならない。
商店街は事業者としてではなく、住宅支援の一環として検討し
てほしい。

時代の流れに合わせた商店街のあり方について、今後も検討していくことが重要
であると考える。住宅マスタープランでは、商店街を住まい・住環境の一端を担
う存在としてとらえ、今後の課題となる商店街の魅力づくりに関する記述とし
た。

14 改定素案 第４章 施策
それぞれの商店街にも歴史や文化があるので、より魅力をア
ピールできれば活気ある商店街の形成ができるのでは。

【基本目標5　北区の活力を高める魅力ある住環境づくり　◆商店街の新たな魅
力づくりの推進】において、「商店街独自の強みを活かした特徴的な取組みや、
商店街同士・地域・学生等との連携や協働による取組みを支援し、商店街の新た
な魅力づくりを推進します。」としている。

15 改定素案 第5章 構成

地域特性について都のグランドデザインだけでなく、都市計画
マスタープラン、地域包括ケア推進計画、まち・ひと・しごと
創生総合戦略など区の計画の地域ごとの取組状況を整理して住
マスとの関連性をイメージできるような形にすれば、より分か
りやすくなるのではないか。

16 改定素案 第5章 構成

3地域の特性を示しているが、その中でも特徴が違うので、7地区
としたうえで、地域の特性、歴史・文化などの魅力と課題を整理
するまとめ方もあるのでは。住民が区政に参加しやすくなること
を踏まえてエリアを検討するのがよいのではないか。

【基本目標3　高齢になっても暮らし続けられる住環境づくり】の【◆公営住宅
等の適切な整備】で、「北区は公的賃貸住宅が多くあることから、その特性を生
かした施策の推進を目指し、管理主体（東京都、都市再生機構、東京都住宅供給
公社）との連携を進めていきます。」と記述している。

北区都市計画マスタープラン（改定中）では3地域・7地区に分けた形で整理を進
めている。住宅マスタープランは、住宅・住環境に関する多様な施策を総合的か
つ計画的に推進するための指針であることを踏まえ、方向性や記述内容について
都市計画マスタープランと整合を図りながら構成する。
重点的な取組みの「2.地域特性に応じた住宅・住環境への取組み」の中で7地区
別に記述する。

第１回　審 議 会　　（　元．7．9　）
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17 改定素案 第5章 構成
45ページから、都の位置づけが出てくることに唐突感がある
ため、「地域別の取組み」を先に示したうえで、都の位置づけ
は後ろに回すか参考資料とするのがよいのではないか。

全体の流れも考慮しながら、構成を整理する。

18 改定素案 第5章 記述内容
浮間地区に住んでいる高齢の住民からは、駅までのバスがなく
不便という意見が挙げられている。赤羽地域の住環境の特性と
して「交通利便性」という記述があるのはどうか。

赤羽地域を総合的にとらえた形での住環境等の特性としてお示ししている。
交通利便性はJR駅からの都心・副都心へのアクセスの良さについて記述してい
る。

19 改定素案 第6章 構成

成果指標について、目標に対してどのような取組みをしていく
のかを見えるようにするために、確認が難しいものもあるかも
しれないが、考えられる指標を追加できないか。そのうえで、
どのような施策を打つことができるのかも分かる範囲で記載で
きるとよいのでは。

住宅マスタープランは、住宅・住環境に関する多様な施策を総合的かつ計画的に
推進するための指針という位置づけとしている。具体的な施策やその進捗につい
ては基本計画・中期計画の中で整理していく形になる。
成果指標については、住宅マスタープラン全体の取組み状況を計る目安として設
定している。計画全体として数値目標をまとめたうえで、今後進めていく施策の
進捗を把握するための定性的な指標を追加する。

20 改定素案 第6章 記述内容
基本目標１の成果指標である「住宅の耐震化率」の目標値が、
「概ね解消」となっているが、どの程度の数値、状況をイメー
ジしているか。

国の「建築物の耐震診断及び耐震改修の促進を図るための基本的な方針」の中で
「概ね解消」と表現されている。目標値としては、95％程度を「概ね解消」とし
てとらえている。

21 改定素案 第6章 記述内容
基本目標５の成果指標「区の施策の満足度」について、現在値
が0.0点となっているが、指標として見栄えが良くないので、
対比で出すなど見せ方を工夫してほしい。

よりわかりやすくするため、指標を「住宅の満足度」（北区民意識・意向調査）
に変更する。

22 改定素案 - 構成
具体的な施策は、３月に住宅マスタープランが策定された後に
検討するものであり、住宅マスタープラン内に個別の施策を記
述することはないのか。

住宅マスタープランは、住宅・住環境に関する多様な施策を総合的かつ計画的に
推進するための指針という位置づけとしている。具体的な施策やその進捗につい
ては基本計画・中期計画の中で整理していく形になる。

23 改定素案 - 施策
マンションの建替えに対し、行政側からのサポートが必要とな
ると考えている。

マンションの建替え等については、「マンションの建替え等の円滑化に関する法
律」に基づき、建替えや除却に関する手続きや相談に対応している。また、分譲
マンションンの管理に関する相談やセミナー等の啓発を実施するなかで、建替え
等に関する合意形成等についてのアドバイスも行っている。

24 改定素案 - 施策
町会によって取組み内容に差があり、長く居住している住民
と、新規に転入してきた住民をどう繋ぐかは大きな課題と考え
ている。

良好な地域のコミュニティ形成は、住環境の一端を担う重要な要素としてとらえ
ており、【◆地域のきずなづくりの推進】や【◆外国人の地域社会への参加の促
進】など住宅マスタープランの中にも取り入れている。

25 改定素案 - 施策
都営住宅の戸数は増やさないということであるが、様々な希望
者がいるため、どのように運用していくか、どのような方を支
援していくかを検討することが必要ではないか。

北区の公的住宅については、東京都住宅政策審議会の答申「都営住宅における管
理制度等の在り方について」を踏まえ、今後の取組みについて検討していく。

26 改定素案 - 施策

区の転居助成は、民間賃貸住宅から民間賃貸住宅への引っ越し
は助成がでるが、URの住宅から転居すると助成が出ないなど
の課題があるため、助成の見直しの検討もしてもよいのではな
いか。

転居費用助成については、申請状況や区民のニーズを注視しながら、適宜見直し
等を検討していく。

27 改定素案 - 施策
近年、シングルペアレンツ専用など、さまざまな形態のシェア
ハウスが生まれている。多くの人と住むことでの安心感も生ま
れ、地域のきずなづくりに有効であると考える。

シェアハウス等については、様々な共生を促進する住まい方としての可能性に配
慮しつつ、良好な住環境を確保するために必要な対応について検討していく。

28 改定素案 - 施策
空き家利用によって若者の居場所としてやNPOの活動も根付
かせていければ、地域の盛り上がりも生まれてくるのではない
か。

空き家の利用については市場原理に基づき流通を図ることを原則としながら、流
通が難しい物件について事業者や所有者の活用を促進するための取組みについて
検討していく。

29 改定素案 - 施策

都営住宅、区営住宅においては、承継問題、収入基準をどうし
ていくがが課題となっている。40代、50代の世代が、親御さ
んがお亡くなりになった後6か月で退去しなければならないな
どの状況になっており、公的な住宅の役割を考えるにあたって
の課題となっている。

北区の公的住宅については、東京都住宅政策審議会の答申「都営住宅における管
理制度等の在り方について」を踏まえ、今後の取組みについて検討していく。

30
参考資料
2

- 施策
精神障害者の住宅対策について、北区では、公営住宅の一部を
精神障害者向けに貸与するという考えはないか。

現状では区営住宅において、精神障害者など特定の方向けとすることは考えてい
ない。住宅確保要配慮者に対しては、北区居住支援協議会の中で検討してく予定
である。

31
参考資料
2

- その他
タワーマンションの管理についてはどのように検討している
か。

東京都で「東京におけるマンションの適正な管理の促進に関する条例」が制定さ
れ、昭和５８年１２月３１日以前に新築されたマンションのうち、人の居住の用
に供する独立部分の数が６以上であるものに対し届出をする制度が来年度から施
行される。
まずは古いマンションを対象として届出が必要となるが、タワーマンションなど
新しい住宅も届出等に従い管理を促していく方向性であると聞いている。

32
参考資料
2

- その他 タワーマンションの階数等の定義はあるか。
タワーマンションの明確な定義はない。60m以上の建築物から建築基準法や国土
交通省の認可、航空法、消防法などで制限が異なることから、60m以上の建築物
を超高層と呼ぶケースが多い。

33
参考資料
2

- その他
タワーマンションにおいて、災害時の避難を考慮した建て方の
規制等はしているか。

民間の建築物については、それぞれの価値観よって住まい方を考えるという意味
から、規制等はしていない。まちづくり的な取組みとしては、空地を増やした
り、交流する場を設けたりするなどの地域への貢献を促している。
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北区住宅マスタープラン改定

令和元年度各会議におけるご意見と対応

No 資料 項目等 カテゴリ ご意見 対応

1 改定素案 全体 質問
今回の小委員会では、どのような内容を検討し意見すれば
よいか。

昨年度から基礎調査をもとに新しい住宅マスタープランの基本理念や基本
目標を検討してきた。方針や施策については今回の小委員会で初めて提示
したものであるので、内容がこれまでの検討内容に即しているのかを審議
していただきたい。

2 改定素案 全体 記述内容
アンケートでは「アパート」等の記載もあるが、構造に関
係なく「マンション」という表現に統一することでよい
か。

「アパート」は使用しないこととする。

3 改定素案 全体
区の方針・
施策

「障害者」の害の字を変えている自治体も多いが、北区は
どう対応するか。

基本計画等でも「障害者」との標記をしているため、現行の標記のままと
する。

4 改定素案 第４章
区の方針・
施策

マスタープランで記載されている施策などに対し、具体的
な助成などについては、別の冊子等で示されるものなの
か。

住宅マスタープランは住宅政策の将来の在り方、考え方を示すもの。施策
の中で具体的な内容は、基本計画・中期計画で位置付けることによって、
実現を図ることになっている。マスタープランを基に事業等の予算化をし
ており、マスタープランは一つの根拠資料となる。

5 改定素案
第4章

記述内容

「貸主の意識向上」に関連して、もう少し具体的な助成に
ついて考える必要がある。
基本目標２～４に関連して、低賃料で入れるような広めの
住宅を供給するにあたっては、空き家の改修は適してい
る。そのため、貸主にとって利点となるような、空き家の
改修の補助を行う、区があっせんするなどの施策が必要で
はないか。

空き家の改修については、基本目標１「空き家対策の推進：既存住宅の流
通促進」で示している。また、セーフティネットの整備については、基本
目標２～４内の施策として「住宅セーフティネットの充実」として方向性
を示している。

6 改定素案 第4章 記述内容
タワーマンションについて、今後増えていく可能性がある
なかで、増やしていくのか抑制するのかの方向性が示され
ていないが、検討が必要ではないのか。

タワーマンションの規制までは記載していない。P31に「分譲マンション
の維持管理の支援」で、管理に対する取組みを示している。また、P41
「民間住宅の耐震性・安全性の確保」の中で、東京都のマンション管理条
例を踏まえて取組んでいく旨記載している。

現在改定中の都市計画マスタープランの中で、住宅の高層化などについ
て、空地率を高め圧迫感を押さえるなど、土地利用の考え方について記載
している。考え方に基づいて、高さ制限など都市計画的な決定をしていく
予定である。

7 改定素案
第4章
基本目標１　空き家対策
の推進

区の方針・
施策

空き家対策について、空き家を除却して小さな公園を作
り、大きな公園に変えていくという国の施策があるので
は。

密集地域において、空き家の解体費の助成を行ったうえで土地を借上げ、
ポケットパークとするといった取組みは行われている。但し所有者の意向
によるものであり、広げていくといった取組みは行われていない。

8 改定素案
第4章　基本目標４　公
営住宅の供給・維持管理

記述内容

施策として記載されている「公営住宅の適切な整備」につ
いては、住宅困窮度の高い方への記載が中心である。
子育て世帯等より広い範囲の方に対しても、活用していく
ような記載があるとよいのではないか。

東京都住宅政策審議会の答申（都営住宅における管理制度等の在り方につ
いて）を踏まえ、今後の取組みについての記述内容を検討していく。

9 改定素案
第４章　基本目標４　外
国人との暮らしやすい環
境づくり

記述内容

「外国人との暮らしやすい環境づくり」に関連して、文化
の違いから、賃貸住宅の貸主が管理に苦慮したり、外国人
に貸し出しを拒否するケースがある。
異文化交流を進めていくにあたって、このような課題があ
ることを考慮して欲しい。

北区においても「多文化共生指針」という全庁的な取組みをしており、住
宅施策、特に公営住宅も一翼を担っている。多様な文化を持つ方に対し、
どのようにアプローチをして、コミュニティに入ってもらうかなどを検討
している。住宅に限らず、全庁的な取組みとして実施していることをマス
タープランとして記載している。

10 改定素案
第５章　２．地域特性に
応じた住宅・住環境への
取組み

区の方針・
施策

「２．地域特性に応じた住宅・住環境への取組み」に記載
されている内容は、第４章の内容を踏まえどのように展開
されていくのか。

P45～P48に記載している東京都の考え方を踏まえ、P49「（３）地域
別の取組み」において、住宅マスタープランにおいて、各地域で取組んで
いく内容について示している。

11 改定素案
第５章　２．地域特性に
応じた住宅・住環境への
取組み

記述内容

個々のまちの特性が出来上がっており、行政の方針を明確
にするのは大事ではあるが、まちの特性をつくるのは行政
では難しいのではないか。東京都の方針も区として生かす
ことは難しいのではないか。

都市計画で面的な整備をすることで、住環境の向上をはかることが、まち
づくりのなかでの取組みとして重要であると考えている。
北区の計画だけでは事業化が出来ないので、上位のビジョンを踏まえたう
えで北区の施策を検討することで事業化をしていく形になる。
P45～P48では上位の東京都のビジョンを示しているが、記載内容のつ
ながりをもう少し分かりやすく修正する。

12 改定素案 第6章　１．成果指標 記述内容 成果指標の目標値は何を基準としているのか。

基本目標１～４の「※全国計画指標」としている指標は、住生活基本計画
（全国計画）に記載されている指標と同様の項目を掲載している。
基本目標１の「住宅耐震化率」は北区耐震改修促進計画の目標値。
基本目標５の指標については、北区で独自に設定している。

13 改定素案 第6章　１．成果指標 質問
「全国計画指標」というのは、全国的な平均された指標と
いうことか。
都市部と農村部等で違いはあるのか。

指標としては全国で１つのものを用いている。

14 改定素案
第６章　１．成果指標
２．計画の進行管理

記述内容

都市再生機構や住宅供給公社などの北区における目標値、
方針、施策など、各組織のビジョンが記載できるといいの
ではないか。
特に都市再生機構の住戸については、今後北区で改修する
住戸や空き家などの情報があるとよいのではないか。

団地内に医療福祉の拠点をつくる、一人暮らしの高齢者には公営住宅法の
適応をするなど、都市再生機構とは様々な連携をしている。都市再生機構
の方針を踏まえ、連携をしていく等の記述を検討する。

第１回　小 委 員 会　　（　元．6．28　）
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15 改定素案 第6章　１．成果指標 記述内容
「※全国計画指標」については、用語解説を付け加えたほ
うが良い。

指摘の通り、用語解説を加える。

【小委員会】



会議体 回数 開催日 時間 場所 主な内容

小委員会 第一回 5月24日 19時～
北とぴあ７階
第二研修室Ａ

審議会 第一回 7月9日 10時～
北とぴあ７階
第二研修室

小委員会 第二回 8月28日 19時～
北とぴあ9階
902会議室

審議会 第二回 10月10日 13時～
北とぴあ７階
第一研修室

審議会 第三回 11月12日 １４時～
東十条
区民センター４階
第二ホール

　・北区住宅マスタープラン改定案について

小委員会 第三回 1月24日 １９時～
北とぴあ9階
902会議室

審議会 第四回 2月7日 １４時～
北とぴあ１４階
スカイホール

北区住宅マスタープラン改定
令和元年度 スケジュール

本編及び概要版　印刷・製本～納品（３月下旬以降）

ワークショップ実施（4月13日、14日）

区政モニター実施予定（11月16日）

答申（３月下旬）

パブリックコメント実施予定（１２月２日～1月７日）

　・スケジュール及び進捗等の報告
　・北区住宅マスタープラン改定素案について

　・スケジュール及び進捗等の報告
　・北区住宅マスタープラン改定案について

　・パブリックコメント結果報告
　・北区住宅マスタープラン2020について
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